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１．医療・介護の連携の仕組みづくり

について検討①

「在宅医療後方支援体制の

構築に向けて」
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市内３病院長による意見交換会を開催
＜第１回：平成３０年７月１９日＞
市内3病院が後方支援体制構築に向けて協力して
いくことに合意

＜第２回：平成３０年１０月１８日＞
在宅患者情報登録のための書式検討
在宅患者への説明書の検討
各病院の受け入れ体制（担当窓口)の確認
実際の運用を想定した際の懸案事項について
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在宅医療後方支援体制の構築に向けて



事前情報
提供書

診療所

北総白井病院

白井聖仁会病院

千葉白井病院

① 3病院へ急変時の受け入れに

ついて申し入れ、患者の事前情
報提供書を提出する。

※在宅療養患者へ説明を行い、
文書にて同意を得る。

事前情報
提供書

事前情報
提供書

事前情報
提供書

※前回協議会資料



診療情報交換

診療所

北総白井病院

白井聖仁会病院

千葉白井病院

② 定期的に登録患者の情報交換

を行う。
また、患者状態が著しく変化した
場合は、随時情報を更新する。



③ 入院・受診の必要性が発生した場合、診療所医師から連携病院へ

受け入れ要請を行う。在宅で管理している患者であることを伝える。

急変

入院・受診

※事前に登録がある患者で
ある旨を、病院窓口担当者
から救急当番医に伝える。※受け入れ要請は、原則、医師（医師からの伝

言を受けた看護師等も含む）からとする。



④ 病態が安定後、診療所医師は病院と協議して患者を受け入れる。

退院



２．医療・介護の連携の仕組みづくり

について検討②

「在宅医療・介護連携に関わる

相談窓口について」
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研修企画WG

市民啓発WG

在宅医療・救急医療
連携WG

在宅医療・介護連携、
認知症対策推進協議会

病院長意見交換会

入退院支援WG

認知症対策WG



厚生労働省ＨＰより引用12



在宅医療・介護連携推進事業の手引き Ver.2

厚生労働省 老健局（平成29年3月)
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※手引き 27ページより抜粋

（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援

地域の在宅医療・介護連携を支援する相談窓口の設置・運営を行い、
地域の医療・介護関係者、地域包括支援センターからの、在宅医療・
介護連携に関する事項の相談の受付を行う。

また、必要に応じて、退院の際の地域の医療関係者と介護関係者の連
携の調整や、患者・利用者又は家族の要望を踏まえた、地域の医療機
関等・介護事業者相互の紹介を行う。

さらに、相談対応の窓口やその役割が関係者等に明確に理解されるよ
う、「在宅医療・介護連携支援センター」等の名称を設定し、関係者等に
周知する。



14

※手引き 28ページより抜粋

（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援

【実施内容・実施方法】

（１）配置する人材は、看護師、医療ソーシャルワーカーなど医療に関
する知識を有し、かつ、介護支援専門員資格を持つ者など介護に
関する知識も有し、実務経験がある者が望ましい。

（２）地域の医療・介護関係者等に対して、窓口の連絡先、対応可能な
時間帯等を周知する。

（３）運営については、地域の医療・介護関係者が参画する会議等に
より運営方針を策定し、それに基づき相談を受け付ける。



在宅医療・介護連携推進事業の実施状況に関する
アンケート結果(千葉県） ※H３０年５月現在

相談窓口設置
（自治体）

相談窓口設置
（地区医師会）

相談窓口設置
（その他）

地域包括支援
センターで対
応

実施済み １９ ２ ３ ４１

着手・作業中 ７ ０ ３ ６

H３０中に実施 ２ ２ １ ２

実施予定なし ２０ ４２ ３６ ４
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●在宅医療・介護連携に関する相談窓口設置状況 （県内54市町）

情報提供：千葉県高齢者福祉課

松戸市
鎌ヶ谷市

八千代市
四街道市
栄町

柏市
船橋市
成田市

白井市



１．目指す姿
「相談窓口が整備され、市民や医療・介護関係者への
相談支援体制が整う。」

２．相談体制
市内3か所の地域包括支援センターにおいて、
市民や医療・介護関係者からの在宅医療・介護連携
に関する相談の受付を行う。
医療・介護関係者からの相談を受け付ける特定の
相談窓口・コーディネーターは設けない。
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白井市の在宅医療・介護連携相談窓口の運営方針案

★委員の皆様へ 運営方針案について、ご意見を伺いたいと思います。

資料１



３．実施内容・実施方法

（１）配置する人材は、地域包括支援センターに配置されて

いる３職種（保健師・主任ケアマネジャー・社会福祉士）

とする。各職種の専門性を活かして連携して対応する。

（２）市民や地域の関係者（民生委員等）に対して、地域

包括支援センターで在宅医療・介護連携に関わる相談

を受け付けていることを周知する。

（３）地域の医療・介護関係者等に対して、地域包括支援

センターで在宅医療・介護連携に関わる相談を受け付

けていることを周知する。（各包括の担当地区等、含む）
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白井市の在宅医療・介護連携相談窓口の運営方針



３．実施内容・実施方法（続き）

（４）地域包括支援センターは、必要に応じて地域の医療・

介護関係者と連携しながら、在宅医療への移行も含め

た退院支援を行う。また、市民に対して地域の医療・介

護事業所等の紹介を行う。

（５）運営にあたり、「白井市在宅医療・介護連携、認知症

対策推進協議会」において運営方針を策定し、それに

基づき相談対応を行う。
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白井市の在宅医療・介護連携相談窓口の運営方針



地域包括支援センターにおける在宅医療・介護連携に関わる相談対応の例
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長女家族と暮らすBさん（78歳男性）

肺がん治療のため、病院に入院中。今後の治療に
ついて主治医と相談した結果、抗がん剤治療によ
る体力の消耗が激しいため、一時中断して退院す
ることになった。体力の低下に伴い、歩く際はふら
つきが見られている。

退院後の生活を心配した長女が看護師に相談する
と、看護師は介護保険の申請を提案した。退院が3

日後に迫っていたため、看護師から地域包括支援
センターに相談があった。

地域包括支援センターの職員が病院を訪問し、本
人・家族・看護師と話し合う。介護保険申請、介護
用ベッドレンタルの手配、訪問診療・訪問看護の情
報提供など、退院支援を病院と協力して行った。

地域の医療関係者
からの相談

地域の医療・介護関
係者の連携の調整



３．課題別ワーキング

取り組み報告

20



在宅医療・救急医療連携WG

１）「救急医療情報キット」の普及対策、

運用上の課題把握・対策の検討

→成果

①キット普及啓発用DVDを使用

した住民向け講話の実施（病院、地域包括）

➁キット普及啓発用動画のPR

③シート情報の更新ルールを検討、

市内3病院の協力得られる。

④情報更新用シートの作成（救急搬送歴、

入退院履歴を記載欄を追加）
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白井市ホームページ
トップ画面に



救急医療情報キット
普及啓発用の動画
を追加



● 救急医療情報キット 配布実績 1,204本

期 間 自宅用シート配布数

H29年12月1日～30年3月末 225

H30年 4月1日～30年11月末 979
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● 救急医療情報キット 活用実績
H30年４月～H30年11月末

65歳以上の
救急出動件数

救急医療情報キット 介護施設用シート

746件 37件 52件



在宅医療・救急医療連携WG

２）介護施設における救急医療情報シートの普及、

シート運用ルールの浸透に向けた対策の検討

現状：介護施設における救急医療情報シートの

普及にばらつきあり。

シートが作成されていない施設では、救急

時の情報収集に時間がかかっている。

25



介護施設における救急医療情報シートの普及
にむけたワーキングの取り組みと提案
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＜取り組み＞
救急医療情報シートの普及が進んでいない施設を訪問し、
シート作成について協力を依頼。

＜提案＞
●介護施設における救急医療情報シートの普及状況や
救急時対応における課題について把握する目的で、
アンケート調査をしてはどうか。
アンケートを実施することで、啓発にもつながる。

●施設における看取り体制・救急時対応力向上に向けた
対策を関係機関（介護施設）が集まって協議する場が
あると良いのではないか。



多職種連携研修企画WG
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市民啓発WG

入退院時連携WG

認知症対策WG（ポワールの会）

資料２



４．第1回しろい在宅医療フォーラム

開催報告
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第1回しろい在宅医療フォーラム
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平成30年12月9日(日) 13時30分～15時30分 参加者：64名

企画・運営 ： 市民啓発ワーキング 9名

後援 ： 印旛市郡医師会

協力団体 ： 印旛郡市薬剤師会白井支部、白井市リハビリ

職連絡会、白井市介護支援専門員協議会、市内訪問看護

ステーション、白井市ヘルパー連絡協議会、印西地区消防

組合、在宅医療・救急医療連携ワーキング



第1部 リレートーク
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自宅での看取り事例の紹介
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第2部 展示・相談コーナー
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ちぎり絵作品展・健康チェックコーナー



参加者アンケート結果 回収数６４

59歳以下 60～69歳 70～79歳 80～89歳 90歳以上 不明

人 数 14 16 23 9 0 2
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１．年齢別人数

とても良い 良い 普通
あまり良く
なかった

良くなかっ
た

不明

人 数 27 26 7 1 0 3

２．第１部（リレートーク、看取り事例の紹介）への評価

とても良い 良い 普 通
あまり良く
なかった

良くなかっ
た

不明

人 数 19 19 8 0 0 18

３．第２部（相談・展示コーナー、健康チェックコーナー、ちぎり絵作品展への評価


